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本研究の目的は、 小学校6年生、 中学校1年生が喫煙防止授業後に回答した自由記述 「印象に残った喫煙
防止授業の内容」 をテキス トマイニングによって分析し、 印象づいた授業内容と授業に対する評価を明ら
かにすることであった。 小学校6年生の児童103名、 中学校1年生の生徒269名のテキストデー タが得られた。 単語頻度解析では、児童・ 生徒共に類似した単語の出現頻度であり、「タバコ」「吸う」「人」「印象」「残る」「吸う十ない」が上位にあった。講義の内容では「写真」「けむり」「集中力」「ロ」が出現した。授業に対する評価の単語では、「面白い」「良い」「びっくり」が出現した。特徴語抽出では、児童からは演習
の「紙」「書く」「さそう」等が、生徒からは講義や模型の「タール」「けむり」「体」「足」等が高頻度で抽出された。対応バブル分析で属性の学年と単語との関連を見た際、学年と 「吸う十したくない」には明
瞭な傾向はみられなかった。 今後は、 学年以外の属性も加え、 印象に残る授業内容との関連を検討する必要がある。 
キー ワー ド: 喫煙防止教育、小学生、中学生、テキストマイニング
Impressions Held by Grade6 and Grade7 Pupils about Smoking Prevention ClassAnalysis of Free Description with Text Mining
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This study was undertaken to identify what aspects of anti-smoking class impressed the audience and find how they evaluated the class through the analysis, with text mining tools, of free description on feedback forms they were asked to write immediately after an anti-smoking class. Subjects were 103 
6th grade primary school children and269 1st year(or7th grade) junior high school pupils. For both grades, most frequently used words were"cigarettes", "to smoke", "person", "impression", "remain" and "not+smoke". Among the words used to describe the teaching material, "photograph","smoke", "power of concentration" and"mouth" appeared most frequently. "Interesting","good" and"surprising" were the words most frequently used in their evaluation of the class. In terms of characteristic word frequency, words associated with handout worksheets("paper", "to write" and"to lure") appeared more frequently in the case of 6th grade children, but7th grade pupils used the words used in talks and models("tar", "smoke(noun)", "body" and"foot") more often. Corresponding bubble analysis revealed no clear correlation between the grade and"to smoke+not+want". Further analyses should be made using other attributes than the grade to examine how children's attributes would affect the impres- sions of anti-smoking class. 
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化するが4 ~'°) 、 授業を通じて何が彼らに印象づいたのか、
そして意識変化との関連を明瞭にしたものはみられていな
いo











































海外の禁煙・ 防煙CM ( ビデオ) 
友人にタバコを勧められた時の対応
禁煙外来受診者の事例紹介、禁煙外来紹介
事例X (40代) : 12才で初喫煙経験
・ 事例Y (30代) : 14才で初喫煙経験
展示模型 タール模型(タールジャー )、
禁煙治療薬 (ニコチンパッチ、 ニコチンガム、 内服) 























































































































































行った北海道内A市公立小学校2校の6年生 (以下、 児童) 
150名;A校61名、B校89名、中学校3校の1年生(以下、生
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生徒に配布され、 回収は彼らが質問紙を封筒に入れて回収
箱へ投函するよう依頼した。 本研究は札幌医科大学倫理委






















表3 喫煙防止授業後に児童 ・ 生徒が回答した自由記述の特徴語抽出 ( 上位20項目) 
小学6年 中学1年






































































































































































































































































































































































































































指標値* : 特徴語抽出では、 全体の頻度と属性毎の頻度をもとに抽出指標となる統計量を求めることで特徴語を抽出する。 抽出方法
の算出方法にはχ二乗値、Yates補正χ二乗値など複数ある。 筆者は単語頻度の大小を考慮したうえで、その属性に偏っ
て多くの出現する言葉を抽出する補完類似度によって算出する方法を選択した。 詳細は服部 (2010) を参照。 
率91.5%) より回答が得られた。 そのうち、授業の中で印








































表4 喫煙防止授業後に児童 ・ 生徒が回答した自由記述の係り受け頻度解析 ( 上位20項目) 
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第1 軸
図1 喫煙防止授業後に児童・ 生徒が回答した自由記述の対応バブル分析
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今野美紀、浅利剛史、田畑久江、伊織光恵、三瀬敬治、北田雅子、谷口治子、土橋弘美






















































(C) 「医療一 教育一 家庭が連携する児童 ・ 生徒の喫煙防止
教育方法の開発(研究代表者・ 今野美紀)」の一部として










内容」 をテキストマイニングによって分析し、印象づいた 7 ) 
授業内容と授業に対する評価を明らかにすることであった。
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